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CSアカウンティングの
ワンストップ
アウトソーシング

タフな顧客ニーズに応えるため
自社の業務プロセスも常に改善

子会社や関連会社の経理をアウトソー

シングする例も多いですね。経理業務

を長年同じ人が担当することで不正に

もつながります。アウトソーシングは

そうした不正流用の牽制にもなります。

　スピードについてですが、決算日か

ら数日で報告書をまとめてほしいとい

う要望も増えてきています。本社の決

算発表から逆算して、子会社の数字は

「その20日前に欲しい」という企業も

少なくありません。ディスクローズ義

務のある上場企業であれば、株主に対

する説明責任もあるのでなおさらです。

——御社の強みや優位性はどこにある

のでしょうか。

　当社は約150人の社員のほか、グル

ープ内の税理士法人、社会保険労務士

法人などの専門家と組み、会計、経理、

税務、購買管理、販売管理、給与計算、

社会保険業務など経理・人事業務のす

べてをワンストップで提供しています。

現在、上場企業を含めて約1000社に

導入いただいています。

　一般的な会計士・税理士は最後の申

告だけやって日々のベース作業はやら

ないところも多いのですが、当社はそ

うしたプロセスも含めてフルラインナ

ップで広範な業務領域をカバーします。

——最近は日本でもアウトソーシング

市場が伸びているのでしょうか。また、

その背景を教えてください。

　1990年代、かつて日本企業に後じ

んを拝していた米国の製造業が復活の

——どのような企業からの委託が多い

のでしょうか。

　先ほども申しましたが、上場企業で

も非上場の中堅企業でも、コア業務に

関して今後の事業展開を強く意識して

いる、より戦略的に未来経営をめざす

企業が多いですね。

　経理担当の社員が退職などでいなく

なった場合、すぐに新たな人材配置が

できません。人員を縮小していること

もあって、後任の教育にも時間がかか

ります。そうした将来へのリスクヘッジ

や経営基盤の安定確保のためにも、当

社のワンストップアウトソーシングを

導入する企業は増えています。

——今後の展望を教えてください。

　時代の要請として、決算早期化に対

応するスピード、そして正確性がます

ます求められるでしょう。その意味で、

顧客企業からタフでレベルの高い要求

を与えていただくことで、当社もさら

に成長すると思っています。

　こうしたお客様の要望に応えられる

よう、当社も業務プロセスを常に改善

して効率化・標準化を推し進め、今後

さらに品質の高いサービスを提供して

いくつもりです。

　社内の人間でなくてもできるような

業務は外部の専門会社に委託する。そ

うすることで、品質が高くなり、対応

もスピーディーになります。

——品質とは具体的にどういうことで

しょうか。

　経理のアウトソーシングは単純に外

部に出せばいいというものではありま

せん。同時に経理業務の標準化を図る

わけです。例えば、会計や税務の法律

等は頻繁に改正されます。最新の法制

度にのっとった、ミスのない業務品質

が求められています。

　また、M&A（合併・買収）も増えて

いますが、買収先企業の経理処理基準

が異なっていたり、専任者の経験や知

識にバラつきがあったりします。その

ため、本社の経理業務は社員が行い、

　また、当社では顧客企業とデータの

同期化を図るために、会計システムな

どでクラウドサービスを提供していま

す。お客様のところに出向くことなく、

当社も深夜や休日など時間に関係なく

業務を進めることができます。

　データ管理についても、ISMSという

セキュリティマネジメントの認証資格

を取得して万全を期しています。同業

他社でも非常に少ないと思います。

——他にワンストップサービスのメリ

ットはありますか。

　複数のアウトソーサーに業務を委託

した場合、横の連携がうまくとれない

ことで会計と税務の処理に相違が生じ

たり、社内の担当者がその調整に追わ

れたりすることがあります。ワンストッ

プサービスであれば、そうしたリスク

をなくすことができます。

　最近では大企業を中心にSSC（シェ

アドサービスセンター）を別会社で設立

して、グループ内からアウトソーシン

グ業務を請け負うケースも増えてきて

います。そこでの業務を補完するため

に、さらに当社と組んで協業すること

で、win-winの関係を構築している例

もあります。

兆しを見せた原動力のひとつが、実は

アウトソーシングでした。海外企業で

アウトソーシングが浸透したのに伴っ

て、日本でもコストダウンの一環とし

て着実に拡大しています。

　経理のアウトソーシングの目

的のひとつは、ホワイトカラー

の生産性向上です。過去の数値

を扱うことに時間と労力を費や

すのではなく、将来のための予

算管理など競合優位性を得るた

めにコア業務に集中した方がい

いという考え方です。
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会計士・税理士・社労士など専門家集団で問題解決

海外と同様、日本でも経理・人事などの業務をアウトソーシングする企業が増えている。

コストダウンに加えて、決算の早期開示、品質の向上、グループ内の業務品質・ルー

ルの標準化、最新の法制度等への対応などが背景にある。CSアカウンティングは、関連業務

を一括して請け負うワンストップサービスを提供して、多くの企業から信頼を得ている。専務

取締役の中尾篤史氏に、アウトソーシングのメリットや同社の優位性について聞いた。

『アウトソーシング時代の経理
　　　   —経理標準化のすすめ—』
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アウトソーシング導入の目的やステッ
プ、事例などを紹介するとともに、経
理業務の標準化・早期化など、経理
部門改善のためのヒントを分かりやす
く解説している。
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　ワンストップサービスが強み


